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Research Administration Office
ＵＲＡ研究支援室

スパイラルアップ
モデル

イノベーション

  プランニング
＊ファシリテーター育成
＊ターゲット分野発掘

  マーケティング
＊マッチングワークショップ
＊クロスメディア戦略

  ニーズ創出
＊ワークショップ
＊社会ビジョン形成
＊社会ニーズデザイン

  評価
＊実現性
＊ニーズの需要
＊デザイン／手法
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Summary

1 筑波大URAは大学常勤職中の専門職と位置づけ

43

2 研究執行部直属組織として研究者、

職員組織に機動的に対応

「URA３０人体制」を目指し毎年度着実に増強 新テーマ創出の試みに
ファシリテータ等として挑戦
（例：「大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業

（イノベーション対話促進プログラム）」）

筑波大学のURAは、高度な専門知識を背景にしつつも、事務職として採用することで、研究、事務職種

両面に強い研究支援のための高度専門職を意図している。

「研究大学強化促進事業」においては、学長のトップダウン研究戦略組織である「研究戦略イニシアティ

ブ推進機構」の 1組織として、具体的な施策の推進と、戦略へのフィードバックを担う。

「世界ランキング１００位以内」という高い目標達成のため、「URA整備事業」とあわせて、「URA３０名

体制」を目指して、年度ごとの着実な整備を進めている。

既存のURA活動のほか、新テーマ創出にむけたワークショップのファシリテーションなど、挑戦的な活

動にも積極的に取り組む。海外URA活動の基幹校との連携も検討している。

世界トップレベル大学を目指す＆URAとして先進的取組に挑戦する人材のお問い合わせを歓迎しま

す！
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